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B = 副論文 1，C = 副論文 2）． 
１．序論 
A． 広域災害時に重症患者を被災地外へ搬送して治療することが，DMAT の重要な活動指針




B． 東日本大震災の経験を生かして日本 DMAT の教育内容の改変が必要である．この経験を
日本 DMAT 隊員養成研修プログラムに反映させて変更案を提示することを目的とした． 





相対被災・非被災地域）に分類した．各地域の DMAT と災害拠点病院，ICU の配置状況を
調査し，被災地域の支援の可否を検討した．次に自衛隊機による広域医療搬送と，ドクター
ヘリによる医療搬送力を調査した．また被災地と被災地外の ICU 病床数比較をして重症患
者収容力を検討した．最後に DMAT 活動の基本指針の再検討すべき事項を提示した． 
B．第一に報告文献の内容を精査して，災害医療のエキスパートである厚生労働省日本ＤＭ
ＡT 検討委員作業部会メンバーの意見を加味して，日本 DMAT の教育内容で改変すべき点
を抽出した．第二に抽出した内容から，阿南ら（2010）が改変し 2009 年から改変運用して









可能な DMAT 数は不足していた．発災後 3 日間に航空機によって搬送可能な患者数は，自
衛隊機による広域医療搬送が 1020 人，ドクターヘリ搬送が 423 人だった．非被災地域の





































設に関する検討報告． 日本臨床救急医学会誌 13(4) ，498-504， 
 
判田乾一(2007)． 東南海・南海地震発生時の広域医療搬送計画について． 日本集団災害






辺見弘（2002）．平成 13 年度厚生科学特別研究 「日本における災害時派遣医療チーム
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